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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 2,736 ― 16 ― 18 ― 17 ―

29年3月期第2四半期 2,740 △1.6 △6 △222.4 △5 △165.3 △15 △488.7

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　2百万円 （―％） 29年3月期第2四半期　　△18百万円 （△361.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 5.73 ―

29年3月期第2四半期 △5.04 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 3,042 1,260 41.4 429.22

29年3月期 3,236 1,258 38.9 428.67

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 1,260百万円 29年3月期 1,258百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年3月期 ― 0.00

30年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※期末の配当につきましては、当社グループを取り巻く経営環境は依然として厳しく、日本経済も先行き不透明な状況にあり、復配を目指して努力を重ねて参り
ますが、現時点では未定とさせていただきます。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,620 1.1 31 ― 30 ― 13 ― 4.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 2,940,000 株 29年3月期 2,940,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 5,014 株 29年3月期 5,014 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 2,934,986 株 29年3月期2Q 2,934,986 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
　

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済対策や日銀の量的・質的金融緩和を背景に、

景気全体としては横ばい傾向ながら企業収益は引き続き緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、米国の

保護主義政策や中国経済の減速傾向、アジア・中東情勢の地政学リスク等海外経済の不確実性により、先行き不

透明な状況が続いております。

また、当社グループを取り巻く環境におきましても、お客さまからのコスト削減要請等が続いている状況にあ

ることから、厳しい状況で推移いたしました。

　こうした状況のもと、当社グループは引き続き「お客さま第一主義」に徹した経営姿勢を貫き、業務品質の向

上に取り組むとともに、お客さまのニーズに合った提案型営業を推進し、新規業務の受注や既存先の仕様拡大等

に注力してまいりました。

　費用面におきましては、人材の確保・教育訓練等の費用増加、新規事業所立ち上げに伴う先行費用の影響等に

より利益面では厳しい状況で推移いたしましたが、更なる原価管理の徹底ならびに販売管理費の削減に努めてま

いりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高は27億3,602万円（前年同四半期比0.2％減）と

なりましたが、利益面につきましては、経常利益は1,776万円（前年同四半期は470万円の経常損失）、親会社株

主に帰属する四半期純利益につきましては、1,682万円（前年同四半期は1,480万円の親会社株主に帰属する四半

期純損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明
　

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、30億4,192万円となり、前連結会計年度末に比べ1億9,363万円減

少しました。主な要因は、借入金の返済により現預金が減少したこと等によるものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、17億8,217万円となり、前連結会計年度末に比べ1億9,525万円減少

しました。主な要因は、借入金の返済により借入残高が減少したこと等によるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、12億5,975万円となり、前連結会計年度末に比べ162万円増加しま

した。主な要因は、利益剰余金が増加したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
　

平成29年５月12日に公表しました第２四半期累計期間の業績予想を修正しております。詳しくは平成29年11月10日

公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
　
　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
　
　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　
　 該当事項はありません。

（４）追加情報
　

平成29年６月29日開催の第47回定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う退職慰労金の打ち切

り支給を決定いたしました。

これに伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打ち切り支給額の未払分70,945千円を「長期未払金」と

して固定負債に含めて表示しております。

　なお、連結子会社については引き続き、役員の退職慰労金の支給に備えるため内規に基づく要支給額を「役員

退職慰労引当金」（固定負債）に計上しております。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,430,471 1,222,358

受取手形及び売掛金 677,906 637,526

原材料及び貯蔵品 8,958 9,658

繰延税金資産 20,329 25,344

その他 13,681 15,002

貸倒引当金 △311 △208

流動資産合計 2,151,036 1,909,682

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 370,226 372,749

減価償却累計額 △282,600 △282,520

建物及び構築物（純額） 87,625 90,229

土地 364,693 364,693

その他 69,021 105,306

減価償却累計額 △58,217 △60,183

その他（純額） 10,804 45,123

有形固定資産合計 463,123 500,045

無形固定資産

借地権 47,121 47,121

ソフトウエア 85,437 76,443

電話加入権 7,123 7,123

無形固定資産合計 139,682 130,689

投資その他の資産

投資有価証券 189,152 196,814

長期貸付金 115 400

差入保証金 65,920 67,174

保険積立金 84,755 86,737

繰延税金資産 139,567 147,309

その他 2,203 3,071

投資その他の資産合計 481,715 501,507

固定資産合計 1,084,521 1,132,241

資産合計 3,235,557 3,041,924

決算短信（宝印刷） 2017年11月10日 13時58分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社アール・エス・シー(4664) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

― 5 ―

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 160,769 72,172

短期借入金 93,200 64,898

1年内返済予定の長期借入金 337,911 303,177

未払費用 350,563 325,354

未払法人税等 13,277 15,987

未払消費税等 58,984 53,561

賞与引当金 43,525 59,569

その他 27,997 58,559

流動負債合計 1,086,228 953,280

固定負債

長期借入金 349,595 255,409

役員退職慰労引当金 81,763 4,861

退職給付に係る負債 459,843 497,674

長期未払金 － 70,945

固定負債合計 891,202 828,890

負債合計 1,977,430 1,782,170

純資産の部

株主資本

資本金 302,000 302,000

資本剰余金 250,237 250,237

利益剰余金 628,709 645,531

自己株式 △1,760 △1,760

株主資本合計 1,179,186 1,196,008

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 61,108 66,427

退職給付に係る調整累計額 17,832 △2,681

その他の包括利益累計額合計 78,941 63,745

純資産合計 1,258,127 1,259,754

負債純資産合計 3,235,557 3,041,924
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 2,740,330 2,736,023

売上原価 2,352,606 2,324,018

売上総利益 387,724 412,004

販売費及び一般管理費 393,744 396,012

営業利益又は営業損失（△） △6,019 15,992

営業外収益

受取利息 158 16

受取配当金 2,664 2,571

不動産賃貸料 648 640

助成金収入 300 －

保険返戻金 1,079 －

保険金収入 578 390

雑収入 1,369 2,684

営業外収益合計 6,798 6,302

営業外費用

支払利息 5,475 3,278

雑損失 9 1,248

営業外費用合計 5,485 4,527

経常利益又は経常損失（△） △4,706 17,768

特別損失

固定資産除却損 － 12

固定資産売却損 － 663

貸倒損失 － 793

特別損失合計 － 1,469

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△4,706 16,298

法人税、住民税及び事業税 6,672 5,523

法人税等調整額 3,421 △6,046

法人税等合計 10,093 △523

四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,800 16,822

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△14,800 16,822
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,800 16,822

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,267 5,318

退職給付に係る調整額 △72 △20,514

その他の包括利益合計 △3,340 △15,195

四半期包括利益 △18,140 1,626

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △18,140 1,626

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△4,706 16,298

減価償却費 3,980 14,595

長期未払金の増減額（△は減少） - 70,945

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15,674 8,262

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,576 △76,902

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,226 16,043

貸倒引当金の増減額（△は減少） △136 △102

受取利息及び受取配当金 △2,823 △2,587

支払利息 5,475 3,278

有形固定資産売却損益（△は益） △1 -

有形固定資産除却損 - 675

売上債権の増減額（△は増加） 46,702 40,380

たな卸資産の増減額（△は増加） △72 △700

仕入債務の増減額（△は減少） △56,078 △88,596

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,148 △5,422

その他 △27,227 418

小計 △262 △3,412

利息及び配当金の受取額 2,851 2,633

利息の支払額 △5,904 △3,218

法人税等の支払額 △7,351 △4,576

法人税等の還付額 1,594 2,939

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,072 △5,634

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △685,117 △420,143

定期預金の払戻による収入 674,041 677,117

有形固定資産の取得による支出 △1,359 △43,187

貸付けによる支出 △59 △900

貸付金の回収による収入 589 610

差入保証金の差入による支出 △3,468 △3,221

差入保証金の回収による収入 - 850

その他 648 640

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,725 211,766

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,300 △28,302

長期借入れによる収入 200,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △259,498 △178,920

配当金の支払額 △14,532 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △77,330 △157,270

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △101,128 48,861

現金及び現金同等物の期首残高 812,798 676,853

現金及び現金同等物の四半期末残高 711,669 725,715
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 14,674 5.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

無配のため記載すべき事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,095,658 597,523 47,148 2,740,330 ― 2,740,330

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,095,658 597,523 47,148 2,740,330 ― 2,740,330

セグメント利益又は損失(△) 139,008 19,848 △1,773 157,084 △163,104 △6,019

（注）1.セグメント利益の調整額△163,104千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その主な内

容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる費用であります。

　 2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,152,603 537,314 46,105 2,736,023 ― 2,736,023

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,152,603 537,314 46,105 2,736,023 ― 2,736,023

セグメント利益又は損失(△) 161,668 10,042 △1,394 170,316 △154,323 15,992

（注）1.セグメント利益の調整額△154,323千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その主な内

容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる費用であります。

　 2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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